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成果の概要 

山本貴之（エネルギー理工学研究所） 

 

学会の概要 

この度、京都大学教育研究振興財団の国際研究集会発表助成により、参加費および渡

航費の一部を支援していただき、2018年 9月 30日～10月 4日にかけて開催された国

際会議 AiMES 2018 ECS and SMEQ Joint International Meetingに参加した。同会

議は、年に 2回（春・秋）開催される米国電気化学会大会の内、秋に開催されたもので

あるが、電気化学関連の会議としては最大規模である。また、今回で 234回目の開催と

いう非常に歴史の長い国際会議である。 

当該学会が扱っている分野は、リチウム電池、次世代型蓄電池、燃料電池、金属精錬、

表面技術、溶液化学、固体化学、半導体工学、光触媒など多岐にわたっており、基礎研

究から実用的技術まで多くの発表がなされている。参加者は大学や研究所の研究者にと

どまらず、企業の研究者も積極的に参加しており、非常に活発な議論が行われている。 

 

研究成果および発表の概要 

我々はイオン液体電解質を用いた二次電池に関する研究を行っている。二次電池とは

繰り返し充放電可能な電池のことであり、代表的なものとして鉛蓄電池、ニッケル水素

電池、リチウムイオン電池などが挙げられる。その中でも、リチウムイオン電池は高い

エネルギー密度を有することから軽量化および小型化が可能であり、現在小型電子機器

用電源として広く普及している。一方で、リチウムやコバルトの資源には偏在性・希少

性があるため、将来的な需要増による価格高騰のおそれがある。さらに、有機溶媒の使

用による安全性への懸念は蓄電池の大型化とともに高まっていく。そこで、本申請者は、

次世代蓄電池の候補として、イオン液体電解質を用いたカリウムイオン電池を提案して

いる。カリウム資源は地殻中に豊富に存在し、イオン液体は難燃性・難揮発性などの優

れた安全性を有しているため、安価かつ安全な蓄電池を構築できる可能性がある。 

以上のような背景から、我々はカリウムイオン電池用電解質として、K[FSA]–

[C3C1pyrr][FSA]イオン液体 (FSA = bis(fluorosulfonyl)amide, C3C1pyrr = N-Methyl-

N-propylpyrrolidinium) に注目した。[C3C1pyrr][FSA]は、リチウム系およびナトリウ

ム系電解質にも用いられるイオン液体であり、優れた物理化学的性質および電気化学的

性質を有することが分かっている。実際に測定を行った結果、カリウム系電解質におい

ても、室温において比較的高いイオン伝導率と 5 V以上の広い電気化学窓を示し、これ

らの値はリチウム系電解質と比べて同等、もしくは優れていることが分かった。 

今回の国際会議において私は、“L02: Molten Salts and Ionic Liquids 21”というセッ

ションで，“Physicochemical and electrochemical properties of FSA-based ionic liquid 

electrolytes for K-ion batteries（カリウムイオン電池用 FSA系イオン液体電解質の物



理化学的および電気化学的性質）”という題目で発表した。先述の通り、イオン液体は

高い安全性と優れた化学的安定性を有するため、様々な応用可能性を秘めている。本発

表においては、アルカリ金属イオンのうちカリウムイオンは、リチウムイオンやナトリ

ウムイオンよりも電荷密度が低いことから、電解液中での輸送能が高くイオン伝導率も

向上するのではないかと予想し、そのことを実験的にも証明した。また、過去の文献を

基に、アルカリ金属の析出電位は水溶液中では Li < K < Naとなっているが、実はその

他の溶媒中では K < Li < Naとなっているものも数多く存在することを紹介した上で、

イオン液体中でも後者の序列になっていることを示した。これはカリウム系イオン液体

電解質では、電池の起電力が向上する可能性を示すものである。 

会期中は，“L02: Molten Salts and Ionic Liquids 21”の他、“A - Batteries and Energy 

Storage”などのセッションを中心に講演を聞いていたが、海外の様々な研究者から最先

端の研究について情報収集を行うことができ、今後の研究を進める上でも非常に参考に

なった。最後に、今回国際会議での貴重な発表機会に際し、ご支援を賜りました京都大

学教育研究振興財団に深く御礼申し上げる次第である。 

 

以上 


